
く
変
わ
っ
た
。
前
市
長
が
さ
れ
た

こ
と
は
高
く
評
価
し
て
い
る
し
、

前
市
長
か
ら
後
継
指
名
を
受
け
て

選
挙
に
臨
ん
だ
。

失
わ
れ
た
８
年

に
す
る
吉
村
氏

山
中
氏　

一
部
の
肝
煎
り
施
策
は

突
出
し
た
が
、
２
７
０
万
市
民
の

思
い
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
。
４

年
間
を
そ
う
と
ら
え
て
市
政
運
営

す
れ
ば
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返

し
、“
失
わ
れ
た
８
年
”
に
な
る
。

　

今
度
は
「
副
首
都
」
で
、
府
・

市
職
員
60
人
体
制
で
新
た
に
「
副

首
都
推
進
局
」
を
設
置
す
る
。
首

都
自
体
に
法
律
の
定
め
も
な
い
。

「
副
首
都
」
の
必
要
性
や
ど
こ
に

つ
く
る
か
な
ど
は
国
政
の
問
題
。

基
礎
自
治
体
で
あ
る
大
阪
市
が
最

優
先
で
取
り
組
む
こ
と
で
な
い
。

吉
村
氏　
「
副
首
都
」
の
取
り
組

み
で
府
市
の
広
域
的
な
イ
ン
フ
ラ

や
経
済
政
策
を
考
え
る
。
東
京
一

極
集
中
で
な
い
、
も
う
一
つ
の
極

と
な
る
大
阪
を
目
指
し
、
大
阪
を

成
長
さ
せ
る
。
そ
れ
が
最
終
的
に

は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な

構
想
の
み
を
問
う
た
住
民
投
票
の

結
果
が
す
べ
て
。
修
正
案
と
い
う

が
、「
都
」
構
想
の
根
本
的
な
欠

陥
は
隠
せ
な
い
。
大
阪
市
が
な
く

な
り
、
法
律
を
変
え
な
い
と

「
都
」
に
は
な
ら
な
い
、
特
別
区

は
財
源
・
権
限
も
半
人
前
の
自
治

体
に
な
り
、
庁
舎
建
設
な
ど
い
ま

以
上
に
コ
ス
ト
増
と
な
り
市
民
サ

ー
ビ
ス
は
悪
く
な
る
。

吉
村
氏　

議
論
を
重
ね
る
こ
と
が

市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
に
な

る
。

山
中
氏　
「
都
」
構
想
は
ど
ん
な

に
「
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
」「
修

正
」
し
て
も
、
市
民
に
と
っ
て

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
。
膨
大
な
税

金
、
時
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
、
市
民
に
混
乱
・
不
和
・
分
断

を
持
ち
込
ん
で
実
施
し
た
住
民
投

票
で
決
着
が
つ
い
た
。
こ
れ
を
蒸

し
返
す
こ
と
は
絶
対
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
。

超
優
良
企
業
を

な
ぜ
民
営
化
？

　

山
中
氏
は
、
地
下
鉄
・
市
バ
ス

の
民
営
化
は
２
度
に
わ
た
り
議
会

で
否
決
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
吉
村
市
長
が
「
民
営
化
の

方
向
性
は
理
解
さ
れ
て
い
る
」
と

し
て
民
営
化
基
本
方
針
案
を
提
案

し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。
地
下
鉄

は
毎
年
３
０
０
億
円
を
超
え
る
黒

字
を
出
す
「
超
優
良
企
業
」
で
あ

り
民
営
化
す
る
必
要
は
な
く
、
バ

代
表
質
問
に
立
つ
山
中
幹
事

長
＝
４
日
、
大
阪
市
議
会
本

会
議
場

市
政
運
営
に
努
め
る
べ
き
。

吉
村
氏　

“
失
わ
れ
た
４
年
間
”

と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
役
世
代

へ
の
重
点
投
資
な
ど
市
政
は
大
き

　

４
日
の
大
阪
市
議
会
本
会
議
で
日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会

議
員
団
の
山
中
智
子
幹
事
長
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
吉
村

洋
文
市
長（
大
阪
維
新
の
会
政
調
会
長
）が
「
副
首
都
」
の
看

板
で
「
大
阪
都
」
構
想
に
再
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

や
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス
の
民
営
化
問
題
を
追
及
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
市
本
来
の
仕
事
で
あ
る
市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す

る
市
政
運
営
を
求
め
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
ま
ず
、
橋
下
徹
前
市

長
の
４
年
間
に
つ
い
て
「
大
阪
市

を
な
く
す
・
な
く
さ
な
い
に
明
け

暮
れ
、
将
来
を
見
通
し
た
議
論
が

で
き
ず
、“
失
わ
れ
た
４
年
間
”

だ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
次
の
よ
う

に
た
だ
し
ま
し
た
。

統
治
機
構
の
議

論
は
決
着
済
み

山
中
氏　

昨
年
５
月
の
住
民
投
票

で
大
阪
市
の
廃
止
・
分
割
に
「
ノ

ー
」
の
判
断
が
明
確
に
示
さ
れ
、

不
毛
な
統
治
機
構
の
議
論
は
決
着

を
み
た
と
い
う
の
が
多
く
の
市
民

の
思
い
。
今
後
は
２
７
０
万
市
民

の
負
託
に
応
え
、
市
民
の
福
祉
の

増
進
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
な
ど

を
最
優
先
に
し
た
、
ま
っ
と
う
な

が
る
。

山
中
氏　
「
副
首
都
推
進
本
部
」

の
会
議
で
は
「
大
阪
城
で
10
万
人

盆
踊
り
大
会
」「
若
者
が
集
う
ゲ
ー

ム
大
会
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、

あ
る
新
聞
は
「
的
外
れ
な
放
談
」

「
副
首
都
の
看
板
が
泣
く
」
と
批

判
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
に
来
年
度

で
８
億
円
も
の
税
金
を
つ
ぎ
込
ま

れ
た
ら
市
民
は
浮
か
ば
れ
な
い
。

結
局
、「
副
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い

統
治
機
構
」
と
し
て
、
決
着
済
み

の
大
阪
市
の
廃
止
・
解
体
、
つ
ま

り
「
都
」
構
想
を
再
び
持
ち
出
そ

う
と
い
う
も
の
。

百
害
あ
っ
て
一

利
な
い
都
構
想

吉
村
氏　

大
阪
の
成
長
に
は
行
政

機
構
の
議
論
が
大
切
。
住
民
投
票

の
否
決
は
重
い
が
、
市
長
選
で

「
都
」
構
想
に
つ
い
て
３
年
間
で

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
修
正
案
を

作
ら
せ
て
と
訴
え
、
市
民
も
一
票

を
投
じ
た
。
大
都
市
制
度
の
あ
り

方
の
議
論
は
す
る
べ
き
。

山
中
氏　

市
長
選
は
「
都
」
構
想

だ
け
が
争
点
で
は
な
い
。「
都
」

ス
事
業
も
地
下
鉄
会
計
か
ら
応
援

し
て
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張

し
ま
し
た
。

　

ま
た
水
道
事
業
の
民
営
化
議
案

に
つ
い
て
も
、
昨
年
否
決
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
も
の
が

提
案
さ
れ
た
こ
と
は
「
議
会
軽
視

も
甚
だ
し
い
」
と
指
摘
。
安
全
・

安
心
の
水
供
給
が
第
一
だ
か
ら
こ

そ
、
全
国
で
も
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

自
治
体
が
公
営
だ
と
迫
り
ま
し

た
。

　

山
中
氏
は
橋
下
前
市
政
以
来
、

介
護
保
険
料
値
上
げ
、
市
営
住
宅

の
減
免
制
度
改
悪
、
新
婚
家
賃
補

助
制
度
の
廃
止
な
ど
市
民
施
策
は

悪
く
な
る
一
方
だ
と
強
調
。
公
立

保
育
所
の
保
育
士
は
４
割
が
非
正

規
で
、
任
期
付
き
保
育
士
を
募
集

し
て
も
人
が
集
ま
ら
ず
、
保
育
所

の
定
員
を
減
ら
す
な
ど
、
待
機
児

解
消
に
逆
行
す
る
「
異
常
な
こ
と

が
現
実
に
起
き
て
い
る
」
と
し
ま

し
た
。

　

山
中
氏
は
カ
ジ
ノ
を
核
と
し
た

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）の
誘
致

と
そ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

な
に
わ
筋
線
な
ど
の
巨
大
開
発
を

や
め
、
借
金
返
済
の
た
め
に
積
み

立
て
て
い
る
公
債
償
還
基
金（
今

年
度
末
見
込
み
４
７
０
０
億
円
）

の
ご
く
一
部
を
適
切
に
活
用
す
れ

ば
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下

げ
、
敬
老
パ
ス
の
１
乗
車
50
円
負

担
の
廃
止
な
ど
、
市
民
の
た
め
の

施
策
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

住民の暮らし応援し福祉を支える

大阪市は本来の市政運営を
「
副
首
都
」口
実
の
都
構
想
や
め
よ

山
中
共
産
党

市
議
団

幹
事
長
が
代
表
質
問

大
阪
市
議
会
本
会
議

shikai
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